
  

富
士
山
ク
ラ
ブ
の

  

活
動
状
況

　

私
た
ち
富
士
山
ク
ラ
ブ
は
、「
美
し

い
富
士
山
を
子
ど
も
た
ち
に
残
し
て

い
く
た
め
に…

」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
１
９
９
８
年
の
創
立
以
来
、

静
岡
・
山
梨
両
県
に
わ
た
り
環
富
士

山
地
域
で
環
境
保
全
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。創
立
当
初
に
取
り
組
ん
だ

「
バ
イ
オ
ト
イ
レ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

現
在
の
富
士
山
に
お
け
る
環
境
配
慮

型
ト
イ
レ
設
置
の
一
助
に
な
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
富
士
山
体
だ
け
で
な
く
、

山
麓
や
海
岸
を
含
め
た
富
士
山
全
域

で
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
外
来
植
物

の
駆
除
、
森
づ
く
り
等
を
中
心
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

コ
ロ
ナ
禍
で
の
創
意
工
夫

　

現
場
レ
ベ
ル
の
具
体
的
な
実
践
活

動
を
標
榜
し
、行
政
、企
業
、教
育
団
体

等
、様
々
な
み
な
さ
ん
と
協
働
し
な
が

ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
で
、活

動
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
い
ろ

い
ろ
と
苦
労
し
て
お
り
、規
模
の
大
小

に
か
か
わ
ら
ず
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で

も
ま
ず
感
染
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い

か
を
仲
間
た
ち
と
協
議
し
、開
催
の
可

否
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
継
続
し
て
こ
そ

意
義
が
あ
り
、永
続
的
な
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
は
や
は
り
活
動
の
灯
を

絶
や
し
て
は
い
け
な
い
と
の
思
い
が

あ
る
た
め
、講
演
を
リ
モ
ー
ト
開
催
に

し
た
り
、実
践
が
難
し
い
活
動
に
関
し

て
は
、「
富
士
山
の
現
状
を
知
っ
て
い

た
だ
く
」為
の
啓
蒙
活
動
に
内
容
を
変

更
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。私
個
人
の

考
え
と
し
て
は
、
環
境
保
全
活
動
は
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、「
続
け
る
」こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

富
士
山
の
現
状
を

  

知
る
こ
と
が
大
切

　

今
で
も
「
富
士
山
は
ご
み
だ
ら
け

な
ん
で
し
ょ
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
５
合
目
以
上
の

登
山
道
で
は
ほ
ぼ
ご
み
は
見
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
山
麓
部
、
特
に
富
士
山
を

周
回
す
る
幹
線
道
路
沿
い
等
は
、一
見

す
る
と
き
れ
い
な
緑
が
続
き
ま
す
が
、

森
の
中
に
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空

き
缶
、
食
べ
物
の
容
器
や
包
装
等
を

は
じ
め
と
し
た
「
ポ
イ
捨
て
ご
み
」
が

散
見
さ
れ
る
場
所
も
多
く
あ
り
ま
す
。

一
般
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
活

動
に
お
い
て
は
、
ご
み
拾
い
の
成
果

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
現
場
に
足
を

運
び
、
体
験
し
て
、
多
く
の
気
付
き
を

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。ま
た
そ
れ
が
、
富
士
山

に
と
ど
ま
ら
な
い
次
の
環
境
ア
ク
シ

ョ
ン
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

　

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
設
立
当
初

か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
で
す
。

「
隅
か
ら
隅
ま
で
ご
み
の
な
い
富
士

山
」
と
言
え
る
そ
の
日
ま
で
、
活
動

を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

富
士
山
麓
の
美
し
い
自
然

　

富
士
山
の
中
腹
に
あ
る
「
西
臼
塚
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？
標
高
１
，２
０
０

ｍ
付
近
、
樹
齢
数
百
年
と
い
う
ブ
ナ
や

ミ
ズ
ナ
ラ
の
巨
木
も
ま
ま
あ
る
素
晴

ら
し
い
天
然
林
が
広
が
る
場
所
で
す
。

富
士
山
と
い
う
と
、
や
は
り「
富
士
登

山
」を
思
い
描
く
方
が
多
く
、
中
腹
の

自
然
に
目
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
少

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、「
富
士
山

の
魅
力
」
を
伝
え
る
こ
と
が
、「
守
る

意
識
」
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。参
加

者
の
み
な
さ
ん
に
は
活
動
の
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
、
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

西
臼
塚
の
国
有
林
で
は
、
富
士
山
ク

ラ
ブ
と
静
岡
森
林
管
理
署
が
協
定
を

結
び
、
森
づ
く
り
、
清
掃
、
外
来
植
物

除
去
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
富
士
宮
市
北
山
で
は
、
静
岡

県
環
境
ふ
れ
あ
い
課
、（
株
）ア
サ
ヒ
飲

料
と
「
し
ず
お
か
未
来
の
森
サ
ポ
ー
タ

ー
」
の
協
定
を
結
び
里
山
づ
く
り
を
開

始
す
る
な
ど
、
豊
か
な
森
林
を
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
自
然
再
生
や

保
全
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

今
後
に
向
け
て

　

富
士
山
ク
ラ
ブ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
や
、地
域
の
み
な
さ
ん
、サ
ポ
ー
ト

企
業
・
行
政
な
ど
多
く
の
方
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。富
士
山
の
環
境
問

題
の
解
決
に
は
、
官
民
問
わ
ず
一
体
と

な
っ
た
協
働
が
必
要
で
、
何
よ
り
の
近

道
だ
と
思
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
本
来
の
役

割
と
し
て
も
、
こ
の
一
翼
を
担
え
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
、
今
後
も
行
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。時
代
は
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
更

に
拍
車
が
掛
か
っ
た
状
況
に
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。個
人
的
に
は
、
過
渡

期
の
今
、
こ
れ
か
ら
の
富
士
山
を
考
え

る
上
で
、
未
来
を
担
っ
て
い
く
、
子
ど

も
達
や
、
10
代
、
20
代
の
若
い
み
な
さ

ん
に
私
た
ち
の
活
動
を
ど
う
繋
い
で

い
く
べ
き
か
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
注
力

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

富
士
山
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.fujisan.or.jp/index.htm
l
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認定特定非営利活動法人
富士山クラブ
静岡事務所長

深澤 寛貴さん

巻頭インタビュー

富士山の魅力は
美しさを肌で感じ、広く伝えることから

令和3年度ふじさんネットワーク総会

富士山エコレンジャー連絡会の活動

令和3年度 第１回富士山ごみ減量大作戦

根原県有地の草原維持

カエンタケに関する注意喚起

富士宮口五合目レストハウス等について

「ふじさんネットワーク」は、その活動を通じて、富士山を国民の財
産として、世界に誇る日本のシンボルとして、後世に引き継いでいく
ことを目的とします。富士山の環境保全活動を行うグループ、自然
保護団体、NPO、企業、マスコミ、行政等による会員制のネットワー
ク組織ですが、富士山を愛する人なら個人でも登録ができます。

ふじさんネットワーク　2021年11月　vol.63

編集・発行

静岡県くらし・環境部環境局自然保護課内　〒420-8601 静岡市葵区追手町9番6号
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ふじさんネットワーク事務局

ふじさんネットワーク

「ふじさんネットワーク」の取り組みなどは
ホームページから見ることができます。

http://www.fujisan-net.gr.jp/

Welcome

Join Us

◯設立　平成11年10月23日
◯会長　増澤 武弘
（特定非営利活動法人静岡自然環境研究会理事長・静岡大学客員教授）
◯会員数　565団体・個人（令和3年10月29日現在）

Check！

特典
○「ふじさんネットワーク」の冊子が届きます

○イベント情報をいち早く入手できます

○シンボルマークが使えます

入会費
年会費
無料

■サイズ：（約）35㎝×90㎝  ■綿100％ ■1口：1,000円以上
新寄付記念品 手ぬぐい「鏡富士」

寄付していただいた方に 

オリジナル記念品
を差し上げています

：

：

ふじさんネットワーク事務局まで、事前に御連絡をいただき、受取希望日時をお伝えください。
寄付をいただいて、同時に記念品をお渡しします。 （ＴＥＬ 054-221-3498）
郵便、電話、FAXまたはメールで①～⑤の事項をお知らせください。①名前 ②住所 ③電話番号 ④寄付金額 ⑤希望する
種類・個数  振込用紙を住所へ送付します。振込の確認ができしだい、記念品を送付します。（振込手数料・送料は不要）

直接受取希望

送 付 希 望

■ピンバッジ（１個）
■サイズ：直径26㎜
■1口：300円以上

SAVE Mt.FUJI
■ピンバッジ（１セット５個組）
■サイズ：１個 1辺33㎜
■1口：1,000円以上

花シリーズ
■ピンバッジ（１セット4個組）
■サイズ：１個 直径32㎜
■1口：1,000円以上

富士山の雲シリーズ

高級感のある光沢加工で
文字はゴールドのピンバッチです。

ピンバッチもぜひ御利用ください。
一口300円から気軽にできる寄付です。

「富士山総合環境保全指針」と行動規
範としての「富士山憲章」の周知・定着
を図り、富士山の環境保全への関心を
高めてもらうため、ふじさんネットワークの
環境保全活動への寄付を募るととも
に、記念品を差し上げています。 NEW
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令和3年度ふじさんネットワーク総会

富士山エコレンジャー連絡会の活動

富士山憲章（行動規範）

静岡県・山梨県

表紙の写真

03

富士山の魅力は
美しさを肌で感じ、
広く伝えることから

［巻頭インタビュー］

05

令和3年度 第1回富士山ごみ減量大作戦
 
根原県有地の草原維持

06

カエンタケに関する注意喚起
 
富士宮口五合目レストハウス等について

「ふじさんネットワーク」
会員募集中！

07
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08

田貫湖 逆さ富士 出典『Photo AC』

深澤 寛貴さん

巻頭
インタビュー

Inte rv i ew

富士山の魅力は
美しさを肌で感じ、広く伝えることから

阪
急
交
通
社
様
と
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
の
記
念
撮
影

（
２
０
１
９
年
10
月
）

J.P.モルガンのみなさんとリモートセッション（2020年11月）

富士山の現状を知ることが大切

認定特定非営利活動法人
富士山クラブ
静岡事務所長

認定特定非営利活動法人
富士山クラブ
静岡事務所長 
深澤 寛貴さん

3



N E W S × C O L U M N × R E P O R T

　

７
月
22
日（
木
）に
沼
津
市
の
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル

デ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。正
会
員
２
５
８

団
体
の
う
ち
、出
席
25
団
体
、委
任
状
提
出
１
１

８
団
体
の
計
１
４
３
団
体
の
参
加
に
よ
り
総
会

は
有
効
に
成
立
し
、令
和
２
年
度
収
支
決
算
、令

和
３
年
度
収
支
予
算
案
等
す
べ
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
見
送
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、新
し

い
寄
付
記
念
品
の
て
ぬ
ぐ
い「
鏡
富
士
」の
デ
ザ

イ
ン
者
で
あ
る
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
＆
W
e
b
デ
ザ

イ
ン
制
作
D
A
Y
S
の
木
村
幸
男
氏
へ
の
表
彰

状
授
与
と
受
賞
者
挨
拶
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
の
改
選
で
は
、現
行
の
会
長
、副
会
長
、

幹
事
の
再
任
に
加
え
、新
た
に
４
団
体
の
代
表

者
が
幹
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
幹
事
は「
富
士
自
然
観
察
の
会 

会
長

の
小
澤
緑
氏
」、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ホ
ー

ル
ア
ー
ス
研
究
所
代
表
理
事
の
山
崎
宏
氏
」、

「
森
の
た
ね 

代
表
の
井
戸
直
樹
氏
」、「
富
士
山

エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
連
絡
会 

代
表
幹
事
の
吉
永
耕
一

氏
」の
４
名
で
、富
士
山
周
辺
で
精
力
的
に
実
践

活
動
を
行
わ
れ
て
い
る
方
々
で
す
。

　

今
後
、更
に
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
外
の

連
携
を
強
め
、富
士
山
を
保
全
す
る
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

NEWS

令
和
３
年
度

ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会

　

令
和
３
年
度
富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
連
絡

会（
以
降
、連
絡
会
）の
総
会
は
、昨
年
度
に
引

き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
に
書
面
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
・エ
コ
サ

ポ
ー
タ
ー
に
登
録
さ
れ
る
方
（々
各
２
名
、計

４
名
）が
７
月
10
日
の
富
士
山
開
山
時
に
活

動
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
、６
月
中
に
開
催
し
、

令
和
２
年
度
の
活
動
報
告
や
令
和
３
年
度
の

活
動
計
画
、役
員
の
改
選
等
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
県
内
警
戒

レ
ベ
ル
が
４
月
下
旬
に
上
昇
し
た
た
め
、５
月

か
ら
９
月
ま
で
の
間
は
複
数
人
で
の
合
同
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
の
開
催
を
自
粛
し（
10
月
再
開
）、

少
人
数
で
、富
士
山
自
然
休
養
林
周
辺
か
ら

山
頂
ま
で
、登
山
者
へ
の
啓
発
活
動
や
自
然

環
境
の
調
査
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

連
絡
会
員
の
研
鑽
の
た
め
の
富
士
山
エ
コ
レ

ン
ジ
ャ
ー
養
成
研
修
は
、６
月
に
気
象
庁
の
講

師
派
遣
で
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
県
内
在
住

の
気
象
予
報
士
の
千
頭（
ち
か
み
）望
氏
を
講

師
に
迎
え
、リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

富
士
山
に
関
す
る
気
象
だ
け
で
な
く
、豪
雨

時
の
避
難
勧
告
等
の
変
更
に
つ
い
て
も
話
が

あ
り
、参
加
者
の

安
全
に
関
す
る
知

識
が
更
に
深
ま
る

講
義
で
し
た
。年

度
後
半
も
、可
能

な
限
り
研
修
を

開
催
予
定
で
す
。

　

千
頭
氏
か
ら
は「
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
員
の
皆
様
か
ら
の
派
遣
依
頼
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。」と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、皆
様
も

受
講
を
ご
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

(

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス:fuji369949@

gm
ail.com

)

。

　

富
士
山
の
自
然
環
境
の
保
全
活
動
に
ご
興

味
が
あ
る
方
は
、是
非
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
連
絡
会
の
活
動

COLUMN

新たに就任した4人の幹事

10月の合同環境パトロール

受賞者挨拶（左：増澤会長、右：木村氏）

気象の講座資料（Ⓒ2021千頭望）

深澤 寛貴氏

1976年 富士宮市生まれ。

認定特定非営利活動法人富士山クラブ 静岡事務所長

地元猟友会にも所属し、富士山麓を公私ともに巡る日 を々送る。

「様々な立場や考え方があること。生活者の視点でこれからも

富士山を考えていきたい」と語る。

西臼塚公園入り口

集められた富士山のゴミ

外来種講習会の様子

インタビューに答える深澤寛貴さん

ふか さわ　ひろ たか  
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N E W S × C O L U 　 M N × R E P O R T

COLUMN

カ
エ
ン
タ
ケ
に
関
す
る
注
意
喚
起

COLUMN

富
士
宮
口
五
合
目

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
に
つ
い
て

REPORT

令
和
３
年
度 

第
１
回

富
士
山
ご
み
減
量
大
作
戦

根
原
県
有
地
の
草
原
維
持

COLUMN

ミズナラの根元に生えたカエンタケ 
「まなびの森」沢田氏提供

関係者による作業の様子

春の根原県有地と富士山

荷台いっぱいの回収したごみ

注意喚起の表示 「まなびの森」沢田氏提供

富士山自然の森づくりによる草刈作業状況山頂に向かう登山者

令和3年夏にバス駐車場に設置された施設の様子
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